
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力側トランジスタに所定の駆動電流が供給されて複数の出力側トランジスタのそれぞ
れから有機ＥＬパネルのピンを駆動するための電流あるいはその基礎となる電流をそれぞ
れに取出すために設けられたカレントミラー回路を有する有機ＥＬ駆動回路において、
　前記 出力側トランジスタの１つの出力電流を受けて第１の電流値の電流を発生す
る電流出力回路と、
　前記第１の電流値の電流を受けてさらに前記と同様なカレントミラー回路と前記と同様
な電流出力回路とを有する前段の有機ＥＬ駆動回路の前記電流出力回路から前記第１の電
流値に相当する第２の電流値の電流を入力端子を介して受けて自己の前記電流出力回路に
前記第２の電流値に実質的に等しい前記第１の電流値の電流を発生させるように前記入力
側トランジスタを駆動する制御電流を発生する電流発生回路とを備え

ことを特
徴とする有機ＥＬ駆動回路。
【請求項２】
　前記電流発生回路は、基準電流発生回路であり、自己の前記電流出力回路は、前記第１
の電流値の電流を前記基準電流発生回路に送出し、前記基準電流発生回路は、前記第１の
電流値を受けてこの第１の電流値と前記第２の電流値とが実質的に同一になるように前記
入力側トランジスタを駆動する請求項１記載の有機ＥＬ駆動回路。
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【請求項３】
　自己の前記電流出力回路が出力電流を受ける前記出力側トランジスタは、前記ピンを駆
動するための電流を取出すものではなく、自己の前記電流出力回路は、前記カレントミラ
ー回路と同様なカレントミラー回路と前記電流発生回路と同様な電流発生回路とを有する
次段の有機ＥＬ駆動回路へ前記第１の電流値の電流を出力端子を介して出力する次段電流
出力回路である請求項１記載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項４】
　前記次段電流出力回路は、さらに前記第１の電流値の電流あるいは前記第１の電流値に
等しい電流を生成して前記基準電流発生回路に送出する第２の電流出力回路を有し、前記
基準電流発生回路は、前記第２の電流出力回路から前記電流を受けてこの第１の電流値と
前記第２の電流値とが実質的に同一になるように前記入力側トランジスタを駆動する請求
項３記載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項５】
　有機ＥＬ表示パネルと、
　入力側トランジスタに所定の駆動電流が供給されて複数の出力側トランジスタのそれぞ
れから有機ＥＬパネルのピンを駆動するための電流あるいはその基礎となる電流をそれぞ
れに取出すために設けられたカレントミラー回路と、
　前記 出力側トランジスタの１つの出力電流を受けて第１の電流値の電流を発生す
る電流出力回路と、
　前記第１の電流値の電流を受けてさらに前記と同様なカレントミラー回路と前記と同様
な電流出力回路とを有する前段の有機ＥＬ駆動回路の前記電流出力回路から前記第１の電
流値に相当する第２の電流値の電流を入力端子を介して受けて自己の前記電流出力回路に
前記第２の電流値に実質的に等しい前記第１の電流値の電流を発生させるように前記入力
側トランジスタを駆動する制御電流を発生する電流発生回路とを備え

ことを特
徴とする有機ＥＬ駆動回路。
【請求項６】
　前記電流発生回路は、基準電流発生回路であり、自己の前記電流出力回路は、前記第１
の電流値の電流を前記基準電流発生回路に送出し、前記基準電流発生回路は、前記第１の
電流値を受けてこの第１の電流値と前記第２の電流値とが実質的に同一になるように前記
入力側トランジスタを駆動する請求項５記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項７】
　自己の前記電流出力回路が出力電流を受ける前記出力側トランジスタは、前記ピンを駆
動するための電流を取出すものではなく、自己の前記電流出力回路は、前記カレントミラ
ー回路と同様なカレントミラー回路と前記電流発生回路と同様な電流発生回路とを有する
次段の有機ＥＬ駆動回路へ前記第１の電流値の電流を出力端子を介して出力する次段電流
出力回路である請求項５記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項８】
　前記次段電流出力回路は、さらに前記第１の電流値の電流あるいは前記第１の電流値に
等しい電流を生成して前記基準電流発生回路に送出する第２の電流出力回路を有し、前記
基準電流発生回路は、前記第２の電流出力回路から前記電流を受けてこの第１の電流値と
前記第２の電流値とが実質的に同一になるように前記入力側トランジスタを駆動する請求
項７記載の有機ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、有機ＥＬ駆動回路およびこれを用いる有機ＥＬ表示装置に関し、詳しくは、
携帯電話機等で使用される単純マトリックス型の有機ＥＬパネルにおいて、その電流ドラ
イバＩＣ間での相違による画面での輝度むらを低減でき、特に、高輝度カラー表示に適し
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た有機ＥＬ駆動回路および有機ＥＬ表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
有機ＥＬ表示装置は、自発光による高輝度表示が可能であることから、小画面での表示に
適し、携帯電話機、ＤＶＤプレーヤ、ＰＤＡ（携帯端末装置）等に搭載される次世代表示
装置として現在注目されている。この有機ＥＬ表示装置には、液晶表示装置のように電圧
駆動を行うと、輝度ばらつきが大きくなり、かつ、Ｒ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）に感度
差があることから制御が難しくなる問題点がある。
そこで、最近では、電流駆動のドライバを用いた有機ＥＬ表示装置が提案されている。例
えば、特開平１０－１１２３９１号などでは、電流駆動により輝度ばらつきの問題を解決
する技術が記載されている。
【０００３】
　携帯電話機用の有機ＥＬ表示装置の有機ＥＬ表示パネルでは、カラムラインの数が３９
６個（１３２×３）の端子ピン（以下ピン）、ローラインが１６２個のピンを持つものが
提案され、カラムライン、ローラインのピンはこれ以上に増加する傾向にある。
　このようなピン数の増加により、特に、カラムライン側では複数のカラムＩＣドライバ
がフルカラーでＲ，Ｇ，Ｂ各４４ピンの１３２ピンとなり、それが３ドライバ必要になる
。そのためカラムＩＣドライバ相互間の特性のばらつきにより輝度むらが発生する問題が
ある。
　そこで、このような問題を解決する発明として、この出願人は、すでに特願２００１－
８６９６７号 「有機ＥＬ駆動回路およびこれを用いる
有機ＥＬ表示装置」を出願している。
　また、この種の問題を解決する技術として特開２００１－４２８２７号「ディスプレイ
装置及びディスプレイパネルの駆動回路」を挙げることができる。
【０００４】
　前記した前者の の発明では、複数のカラムＩＣドライバ
の特性の相違からくる輝度むらを防止するために入力側トランジスタ１個に対して多数の
出力側トランジスタをパラレルに設けたカレントミラー回路によりドライブ段を構成して
、これにより多数のカラムピン駆動電流のドライブ電流を生成し、１個の入力側トランジ
スタを多数の出力側トランジスタの中央に配置することで、カラムＩＣドライバの最初の
出力ピンと最後の出力ピンのピン駆動電流を実質的に等しくしている。さらに、あるカラ
ムＩＣドライバの最後の出力ピンのピン駆動電流と次のカラムＩＣドライバの最初の出力
ピンのピン駆動電流とをレーザトリミングで抵抗値を選択して電流値が特定の値になるよ
うに調整して、カラムＩＣドライバ間の特性を等しく調整している。このことで輝度むら
をなくすようにしている。
　この点、後者の特開２００１－４２８２７号の発明では、複数のカラムＩＣドライバの
特性の相違を解消するために、初段のカラムＩＣドライバの入力側トランジスタ１個でパ
ラレル駆動される最後の出力側カレントミラー接続トランジスタから出力電流を出力とし
て外部へ取出して、それを次のカラムＩＣドライバに入力して入力側トランジスタの駆動
電流を等しくするようにしている。これによりカラムＩＣドライバごとのピン駆動電流も
実質的に等しくなるはずであるが、実際にはそれは難しい。
【０００５】
　図２は、その後者の実施例の回路図であって、２１は、初段のカラムＩＣドライバ（第
１陽極線ドライブ回路）であり、基準電流制御回路ＲＣ、制御電流出力回路ＣＯ、スイッ
チＳ 1～Ｓ mからなるスイッチブロックＳＢ、ｍ個の電流駆動源としてトランジスタＱ 1～
Ｑ m及びバイアス抵抗Ｒ 1～Ｒ mとを有している。２２は、次段のカラムＩＣドライバ（第
２陽極線ドライブ回路）であり、駆動電流出力回路ＣＣ、スイッチＳ 1～Ｓ mからなるスイ
ッチブロックＳＢ、ｍ個の電流駆動源としてトランジスタＱ 1～Ｑ m及びバイアス抵抗Ｒ 1
～Ｒ mとを有している。各ドライバのトランジスタＱ 1～Ｑ mの出力がカラム側のピンに対
する駆動電流としてスイッチＳ 1～Ｓ m，出力端子Ｘ 1～Ｘ mを介して駆動電流ｉが出力され
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る。
　基準電流制御回路ＲＣは、基準電圧Ｖ REFを外部から受けるオペアンプＯＰと、このオ
ペアンプＯＰの出力をベースに受けて駆動されるトランジスタＱ a、このトランジスタＱ a
のエミッタとグランドＧＮＤ間に設けられた抵抗Ｒ p、トランジスタＱ aの上流でこのトラ
ンジスタのコレクタにそのコレクタが接続されたトランジスタＱ bからなり、抵抗Ｒ pによ
り発生する電圧がオペアンプＯＰの入力に帰還されて定電流源を構成する。そして、トラ
ンジスタＱ bのエミッタが を介して電源ラインＶ BE（デバイスの電源ラインＶ DDに
相当する）に接続されている。
　ここで、トランジスタＱ bは、トランジスタＱ 1～Ｑ mおよび制御電流出力回路ＣＯのト
ランジスタＱ oとカレントミラー接続され、これらトランジスタの入力側カレントミラー
接続のトランジスタとなっていて、基準電流制御回路ＲＣで発生する基準電流Ｉ REFによ
り駆動される。
【０００６】
カラムＩＣドライバ２１のトランジスタＱ bとトランジスタＱ 1～Ｑ mと、カラムＩＣドラ
イバ２２のトランジスタＱ eとトランジスタＱ 1～Ｑ mとは、それぞれカレントミラー電流
出力回路を構成していて、カラムＩＣドライバ２２の駆動電流出力回路ＣＣは、基準電流
制御回路ＲＣに対応している。その構成は、トランジスタＱ c、Ｑ dのカレントミラー回路
と、カレントミラー接続の出力側トランジスタＱ dで駆動されるトランジスタＱ eとからな
る。入力側トランジスタＱ cが制御電流出力回路ＣＯからの電流Ｉ out＝ｉ cの電流を受け
てトランジスタＱ eを駆動する。このトランジスタＱ eは、トランジスタＱ 1～Ｑ mとカレン
トミラー接続された入力側トランジスタとなっている。なお、抵抗Ｒ o、抵抗Ｒ rの抵抗値
は等しく、抵抗Ｒ sの抵抗値は抵抗Ｒ 1～Ｒ mと等しい。また、ＧＡ 1～ＧＡ m、ＧＢ 1～ＧＢ
mは、スイッチブロックＳＢの各スイッチＳ 1～Ｓ mのＯＮ／ＯＦＦを制御する制御信号で
ある。
【０００７】
　このような構成において、さらに、スイッチブロックＳＢの位置には、ピン対応に入力
側トランジスタを設け、出力側トランジスタをピンに接続した一対のカレントミラー電流
出力回路を設け、ＧＡ 1～ＧＡ mに応じてこの回路をスイッチング制御する構成の電流駆動
回路がある。この場合には、前記のカレントミラー電流出力回路１３ａは、ドライブ段と
なり、手前の入力段となる基準電流発生回路から基準電流を受けてピン対応に多数のミラ
ー電流を発生して、あるいはこのミラー電流として発生した基準電流をｋ倍（ｋは２以上
の整数）の電流に増幅して前記出力回路を駆動する。そして、そのｋ倍電流増幅回路には
、ピン対応にＤ／Ａ変換回路を設けて、このＤ／Ａ変換回路がカラム側のピン対応に表示
データを受けてこの表示データをピン対応にＤ／Ａ変換して１ライン分の駆動電流を同時
に生成する。
　先の のカラムラインの電流駆動回路はこのような回路構
成を採っている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
複数の出力側トランジスタをパラレルに駆動するカレントミラー回路をドライブ段あるい
は出力段に用いる電流駆動回路として、前記の図２に示すカラムＩＣドライバ回路２１，
２２を例に採って説明すると、トランジスタＱ oの出力電流Ｉ out＝ｉ cがトランジスタＱ c
、Ｑ dのカレントミラーを介してトランジスタＱ eに伝送されてこれの駆動電流が理論的に
は基準電流Ｉ REFと等しく電流ｉが流れるはずである。しかし、基準電流をチップ間で一
致させていても、Ｄ／Ａ変換回路、出力回路のトランジスタの特性（ｈ fe，アーリ電圧等
）は、チップ間で異なるため、実際の出力電流をチップ間で精度よく一致させることは困
難である。そのため、カラムＩＣドライバ２２で発生する基準電流Ｉ REFとカラムＩＣド
ライバ２１で発生する基準電流Ｉ REFとの差が大きくなって、ドライバの境目での輝度む
らが十分に解消できない問題がある。
【０００９】
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　この点、 の発明は、駆動電流を伝送することなく、各ド
ライバごとに駆動電流を調整するので、輝度むらを解消できるが、カラム ドライバご
とに製造過程でレーザトリミングによりトリミングする抵抗値の選択をすることが必要に
なる。その分、製造効率が低下する問題がある。
　この発明の目的は、このような従来技術の問題点を解決するものであって、携帯電話機
等の画面での有機ＥＬパネルの電流ドライバＩＣ間での相違による画面での輝度むらを低
減できる有機ＥＬ駆動回路を提供することにある。
　この発明の他の目的は、有機ＥＬパネルの電流ドライバＩＣ間での相違による画面での
輝度むらを低減できる有機ＥＬ表示装置を提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　このような目的を達成するためのこの発明の有機ＥＬ駆動回路およびこれを用いる有機
ＥＬ表示装置の特徴は、入力側トランジスタに所定の駆動電流が供給されて複数の出力側
トランジスタのそれぞれから有機ＥＬパネルのピンを駆動するための電流あるいはその基
礎となる電流をそれぞれに取出すために設けられたカレントミラー回路を有する有機ＥＬ
駆動回路において、 出力側トランジスタの１つの出力電流を受けて第１の電流値の
電流を発生する電流出力回路と、第１の電流値の電流を受けてさらに同様なカレントミラ
ー回路と同様な電流出力回路とを有する前段の有機ＥＬ駆動回路の電流出力回路から第１
の電流値に相当する第２の電流値の電流を入力端子を介して受けて自己の電流出力回路に
第２の電流値に実質的に等しい第１の電流値の電流を発生させるように入力側トランジス
タを駆動する制御電流を発生する電流発生回路とを備え

ものである。
【００１１】
【発明の実施の形態】
　このように、この発明にあっては、入力側トランジスタに所定の駆動電流が供給されて
複数の出力側トランジスタに有機ＥＬパネルのピンを駆動するための電流あるいはその基
礎となる電流を取出すカレントミラー回路と、このカレントミラー回路の出力側トランジ
スタの１つの出力電流に応じて第１の電流値の電流を発生する電流出力回路とが設けられ
ていて、電流出力回路が入力端子から得られる前段の入力電流値（第２の電流値）に相当
する出力電流値を前段の有機ＥＬ駆動回路と同様に発生するように電流発生回路により制
御されているので、同様なカレントミラー回路と同様な電流出力回路とを有する前段の有
機ＥＬ駆動回路のピン駆動電流値と実質的に等しくなるようなピン駆動電流値をこの有機
ＥＬ駆動回路で発生させることができる。この場合には、第１の電流値と第２の電流値が
実質的に等しいので、電流出力回路を構成するトランジスタの特性（特にそのｈ feが異な
る）がカラムドライバごとに相違していても同じ電流出力回路の 電流値が実質的に等
しいのでピン駆動電流にほとんど影響はない。なお、各カラムドライバの電流出力回路が
受けるカレントミラー回路の出力トランジスタの位置は、それぞれ同じ位置にあることが
好ましい。
　その結果、画面での輝度むらを低減でき、特に、高輝度カラー表示が可能な有機ＥＬ表
示装置に適した回路を実現することができる。
【００１２】
【実施例】
図１は、この発明の有機ＥＬ駆動回路を適用した一実施例の単純マトリックス型の有機Ｅ
Ｌパネルのカラムドライバを中心とするブロック図である。なお、図２と同一の構成要素
は同一の符号で示す。
図１において、１０は、有機ＥＬパネルであって、１１、１２は、その有機ＥＬ駆動回路
のカラムＩＣドライバ（以下カラムドライバ）である。
それぞれのドライバ１１、１２は、基準電流制御回路ＲＣに換えて、駆動基準電流発生回
路１，２を有し、さらに次段電流出力回路３，４を備えている。これらカラムドライバ１
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１とカラムドライバ１２は、駆動基準電流発生回路１，２と次段出力回路３，４とを除い
てほぼ同じ回路構成であって、同じ構成の入力トランジスタ１個に対してパラレルに接続
された複数の出力トランジスタを備えるカレントミラー回路１３を有している。
カラムドライバ１１の駆動基準電流発生回路１は、図２の基準電流制御回路ＲＣと同様に
オペアンプＯＰと、このオペアンプＯＰの出力をゲートに受けて駆動されるＮチャネルト
ランジスタＴ rp、このトランジスタＴ rpのソースとグランドＧＮＤ間に設けられた抵抗Ｒ
pとからなり、トランジスタＴ rpの上流でこのトランジスタのドレインにそのドレインが
接続されたＰチャネルＭＯＳＦＥＴトランジスタＴ raを駆動する。カレントミラー回路１
３は、トランジスタＴ raと、これとカレントミラー接続されるＴ rb～Ｔ rnとを有している
。ＰチャネルＭＯＳＦＥＴトランジスタＴ rb～Ｔ rnのソース側は、＋３Ｖの電源ライン＋
Ｖ DDに接続されている。オペアンプＯＰの入力側は、（＋）入力が基準電圧源Ｖ refを介
してグランドＧＮＤに接続され、（－）入力がトランジスタＴ rpのソースに接続されてい
る。なお、抵抗Ｒ pは、このＩＣの端子１１ａを介してこのＩＣの外に取付けされている
。
【００１３】
トランジスタＴ rb～Ｔ rnのドレイン側は、Ｄ／Ａ変換回路５，５…に接続され、このＤ／
Ａ変換回路５の基準駆動電流とされ、Ｄ／Ａ変換回路５が表示データを受けてこの基準駆
動電流に応じてそのときどきの表示輝度に応じた駆動電流を生成してそれぞれに出力段電
流源６を駆動する。各出力段電流源６は、一対のトランジスタからなるカレントミラー回
路で構成され、出力端子Ｘ 1～Ｘ mを介して駆動電流ｉを有機ＥＬパネルに出力する。
最終段のトランジスタＴ rnのドレイン側は、Ｄ／Ａ変換回路５に接続され、このＤ／Ａ変
換回路５を駆動する。Ｄ／Ａ変換回路５は、設定されたデータに応じて出力段電流源６を
駆動し、出力段電流源６が出力電流Ｉ outをこのＩＣの外部出力端子１１ｂから外部へと
出力する。ここでは、これらトランジスタＴ rnと、Ｄ／Ａ変換回路５、そして出力段電流
源６とにより次段電流出力回路３が構成されている。
【００１４】
カラムドライバ１２の駆動基準電流発生回路２は、図２の基準電流制御回路ＲＣと同様に
オペアンプＯＰと、このオペアンプＯＰの出力をベースに受けて駆動されるＮチャネルト
ランジスタＴ rq、このトランジスタＴ rqのソースとグランドＧＮＤ間に設けられた抵抗Ｒ
qとからなり、トランジスタＴ rqの上流でこのトランジスタのドレインにそのドレインが
接続されたＰチャネルＭＯＳＦＥＴトランジスタＴ raを駆動する。カレントミラー回路１
３は、前記したように、トランジスタＴ raと、これとカレントミラー接続されるＴ rb～Ｔ
rnとを有している。ＰチャネルＭＯＳＦＥＴトランジスタＴ ra～Ｔ rnのソース側は、＋３
Ｖの電源ライン＋Ｖ DDに接続されている。オペアンプＯＰの入力側は、（＋）入力が抵抗
Ｒ aを介してグランドＧＮＤに接続され、さらにこのＩＣの入力端子１２ａに接続されて
いる。そして、（－）入力が抵抗Ｒ bを介してトランジスタＴ rqのソースに接続されてい
る。
なお、抵抗Ｒ qは、このＩＣの内部に形成されていて、抵抗Ｒ pに対応するものであり、実
質的に同様な抵抗値を有している。
【００１５】
ここで、入力端子１２ａは、カラムドライバ１１の外部出力端子１１ｂに接続されて、出
力段電流源６からの電流Ｉ outを受ける。
次段電流出力回路４は、カラムドライバ１２の最終段のトランジスタＴ rnと、Ｄ／Ａ変換
回路５、そして出力段電流源７，８そして抵抗Ｒ cとによりが構成されている。Ｄ／Ａ変
換回路５，出力段電流源８は、次段電流出力回路３のＤ／Ａ変換回路５，出力段電流源６
と同一の回路であり、出力段電流源７も実質的に出力段電流源６と同一の回路である。
カラムドライバ１２の最終段のトランジスタＴ rnのドレイン側は、Ｄ／Ａ変換回路５に接
続され、このＤ／Ａ変換回路５を駆動する。Ｄ／Ａ変換回路５は、設定されたデータに応
じて出力段電流源７，８を駆動し、出力段電流源８の出力電流Ｉ outがこのＩＣの外部出
力端子１２ｂから外部へと出力される。
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出力段電流源８と同一の出力電流となる出力段電流源７の出力電流Ｉ outは、抵抗Ｒ cを介
してグランドＧＮＤに接続され、出力電流Ｉ outを抵抗Ｒ cに流す。
なお、図では、出力段電流源７，８を独立の電流源としているが、これら電流源をカレン
トミラー回路で構成すれば、単に複数の出力側トランジスタの１つをそれぞれに割り当て
ればよい。
ここで、抵抗Ｒａと抵抗Ｒ cとは等しい抵抗値のものであって、ペア抵抗として形成され
たものである。
【００１６】
　ここで、抵抗Ｒ a，抵抗Ｒ cの値は、電流Ｉ outを受けたときにほぼ基準電源Ｖ refに対応
する電圧を発生する値に選択されている。そして、駆動基準電流発生回路１のトランジス
タＴ rpは、基準電源Ｖ refの電圧Ｖ refを受けて、その出力電流（駆動電流）としてＩ ref
が発生する。これに対応して出力段電流源６に電流Ｉ outが発生する。
　一方、駆動基準電流発生回路２の抵抗Ｒ aには、基準電圧とほぼ等しい電圧Ｖ rが発生す
るが、このときのトランジスタＴ rqが発生する出力電流（駆動電流）は、トランジスタＴ
rpのｈ fe 違していて電流Ｉ refでなく、電流Ｉ refと異なる電流値Ｉであったとする。
　しかし、この駆動基準電流発生回路２では、トランジスタＴ rqが発生する出力電流（駆
動電流）は、出力段電流源７の電流Ｉ outを受ける抵抗Ｒ cを介してその電圧がオペアンプ
ＯＰの（－）入力側に帰還されている。オペアンプＯＰの（＋）入力側には、抵抗Ｒ cと
同じ抵抗値の抵抗Ｒ aに前段から電流Ｉ outを受けている。
　その結果、抵抗Ｒ cの電圧が抵抗Ｒ aの電圧と等しくなり、電圧Ｖ rとなる。抵抗Ｒ cと抵
抗Ｒ aとはペアとして形成された抵抗であって、実質的に等しい抵抗値となっているので
、同出力段電流源８，７の出力電流がＩ outになるように制御される。これにより出力電
流Ｉ outが流れる駆動電流ＩをトランジスタＴ rqが発生する。
【００１７】
　ところで、カラムドライバ１１，１２のトランジスタＴ rnにより駆動されていない各Ｄ
／Ａ変換回路５には、表示データが設定されるが、トランジスタＴ rnにより駆動されるＤ
／Ａ変換回路５には、オールビット“１”の最大輝度の表示データが設定される。ピン駆
動電流ｉの最大値である最大電流値Ｉ outがカラムドライバ１１の最終段の出力段電流源
６とカラムドライバ１２の出力段電流源７， に発生して、各ピン駆動電流ｉが制御さ
れる。
　これにより、各トランジスタＴ ra～Ｔ rnの駆動電流は、出力段電流源８に出力電流Ｉ ou
tを発生する電流に制御され、各出力段電流源６から出力端子Ｘ 1～Ｘ mを介して有機ＥＬ
パネルに出力される駆動電流ｉは、表示データに応じて出力電流ｉを発生する電流になる
ようにそれぞれのカラムドライバ１１，１２において制御される。
　その結果、電流ドライバＩＣ間での相違による画面での輝度むらを低減できる。
　実施例 カラムドライバ１１で駆動されるカラムドライバ１２では、出力段電流
源７と出力段電流源８とを設けているが、ドライバＩＣが２個の場合には、出力段電流源
８の回路は不要である。出力段電流源７のみで、カラムドライバ１１のピン駆動電流値と
カラムドライバ１２のピン駆動電流値とを実質的に等しく制御できる。
【００１８】
　以上説明してきたが、実施例では、基準電流発生回路から基準電流を受けて、これに応
じて次段電流出力回路の電流を生成しているが、基準電流に対応した駆動電流あるいは有
機ＥＬパネルの出力ピンを駆動する駆動電流から次段電流出力回路の電流を生成してもよ
いことはもちろんである。要するに、次段電流出力回路の電流は、出力有機ＥＬパネルの
出力ピンを駆動する駆動電流に対応した電流であればよい。
　また、実施例の駆動基準電流発生回路は、オペアンプを有する定電流回路で構成してい
るが、オペアンプは、一般的な差動増幅器であってもよい。
　さらに、実施例の電流駆動回路は、入力側駆動トランジスタ１個に対してカレントミラ
ー接続された多数の出力側トランジスタを有するものであるが、この発明は、入力側駆動
トランジスタは１個に限定されるものではない。さらに、
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の発明のようにカレントミラーの入力側トランジスタＴ raは、出力側トランジスタＴ rb，
Ｔ rnの中央位置に配置されていてもよい。
　なお、実施例では、ＭＯＳＦＥＴトランジスタを主体として構成しているが、バイポー
ラトランジスタを主体として構成してもよいことはもちろんである。また、実施例のＮチ
ャンネル型（あるいはｎｐｎ型トランジスタ）は、Ｐチャンネル型（あるいはｐｎｐ型）
トランジスタに、Ｐチャンネル型（あるいはｐｎｐ型）トランジスタは、Ｎチャンネル（
あるいはｎｐｎ型）トランジスタに置き換えることができる。この場合には、電源電圧は
負となり、上流に設けたトランジスタは下流に設けることになる。
【００１９】
【発明の効果】
以上説明してきたように、この発明にあっては、入力側トランジスタに所定の駆動電流が
供給されて複数の出力側トランジスタに有機ＥＬパネルのピンを駆動するための電流ある
いはその基礎となる電流を取出すカレントミラー回路と、このカレントミラー回路の出力
側トランジスタの１つの出力電流に応じて第１の電流値の電流を発生する電流出力回路と
が設けられていて、電流出力回路が入力端子から得られる前段の入力電流値（第２の電流
値）に相当する出力電流値を前段の有機ＥＬ駆動回路と同様に発生するように電流発生回
路により制御されているので、同様なカレントミラー回路と同様な電流出力回路とを有す
る前段の有機ＥＬ駆動回路のピン駆動電流値と実質的に等しくなるようなピン駆動電流値
をこの有機ＥＬ駆動回路で発生させることができる。
その結果、画面での輝度むらを低減でき、特に、高輝度カラー表示が可能な有機ＥＬ表示
装置に適した回路を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、この発明の有機ＥＬ駆動回路を適用した一実施例の単純マトリックス型
の有機ＥＬパネルのカラムドライバを中心とするブロック図である。
【図２】図２は、従来の有機ＥＬ駆動回路の一例のブロック図である。
【符号の説明】
１，２…駆動基準電流発生回路、３，４…次段電流出力回路，
５…Ｄ／Ａ変換回路、６，７，８…出力段電流源、
１０…有機ＥＬパネル、
１１，１２，２１，２２…カラムＩＣドライバ，
ＲＣ…基準電流制御回路、ＣＣ…駆動電流出力回路、
ＣＯ…制御電流出力回路、ＯＰ…オペアンプ、
Ｓ 1～Ｓ m…スイッチ、ＳＢ…スイッチブロック、
Ｔ r1，Ｔ rｍ，Ｔ ra，Ｔ rb…トランジスタ、
Ｒ 1，Ｒ m，Ｒ a，Ｒ b…バイアス抵抗。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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